








小児慢性腎疾患患児の運動処方の一助とするため,トレッドミル負荷を行い,長期運動負荷

による影響と比較検討した。IgA 腎症,微少変化型ネフローゼ症候群では,両者はよく相関

し,トレッドミル負荷テストが運動処方の一指標となり得ることが推測された。巣状糸球体

硬化症,低形成腎ではトレッドミル負荷テストで悪化していたにもかかわらず,長期運動負

荷に対し,ほぼ全例悪化しており,トレッドミル負荷テストが運動処方の一指標とはなり得

ないものと思われた。 


